














問2

  10

受   検   番   号 合計得点

     100〔問 2〕(2) 　　　　　　　　　　　　　　 cm
2

【途中の式や計算など】

問3(ア)

   2

〔問 3〕
(1)

(イ)

誤っている数値

問3

   6

〔問 3〕
(1)

【途中の式や計算など】 【　証　　明　】 

問5

   6

(ア)

〔問 3〕 　　
問3

   6

〔問 4〕
問4

   6

〔問 1〕(1)

問2

  10 〔問 2〕〔問 2〕
問2

   5
問1(2)

   6

問1

   4〔問 1〕 〔問 1〕 　　　　　　　　　　　　　　　　 cm
2 〔問 1〕               　　　　　　　　        cm

問1

   5
問1(1)

   6
問1

   6

　　　　　　　解　答　用　紙　　　数　　　　学 ※ の欄には，記入しないこと 　　　 （5－寺）

1 2 3 4

〔問 6〕
問6

   6

〔問 5〕

〔問 2〕(１)〔問 1〕(2)

〔問 2〕
問2

  10

正しく直した数値

  （答え）

問3(イ)

   2

  （答え） 　　　　　　　　　　　　　　　　cm
2

〔問 3〕
(2)

(ウ)

問3(ウ)

   4

４点，，，は同じ円の円周上にある点である。





 



 




















Ｐ 






 




△と△において

　，より

　…①

辺，辺は正方形の対角線より

　…②

また，＝＝…③

①，②，③より，２組の辺と

その間の角がそれぞれ等しいから

　△△

したがって，＝　より

　＝

２点，は直線について

同じ側にある点である。






 

 ，










立体‐の体積をとする。

のとき　

　   






  

　より　  　，

　  　

　これを解いて　 　

　　より　 

のとき　　

　   






  

　より　  　よって　

　これはに適する

，より　 

点の座標を  とすると，点，の座標は

　　　 ，  ， ，  

　点，の座標は等しいから，    

　よって，

　　したがって，直線 の式は  となり，

　　点，，，の座標は

　　　 ，  ， ，  

　　　 ，



 ， ，



 

　となる。四角形は正方形なので各辺の長さは等しく，

　　

　が成り立つ。よって，

　　    



 

　整理して，　  

　すなわち，　  　より，，




　であるから，　




　よって，＝


から，四角形の面積は，

　









  
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